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まとめ

• 右に進む矩形パルス波の形はくずれない．

• 右端の境界に波が到達したあと，反射波が
発生しない．

• C++によるプログラミングの際は，配列番号
の設定，言い換えればfor 繰り返し文の最初

と最後の番号の設定に注意すること．

以上

平成17年10月21日 前田洋
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